






































































































































































































































































































































































































































































































































































1 654 583 22 49 52 34 18 0
2 683 594 23 66 67 45 21 1
3 847 756 28 63 57 30 25 2
4 712 617 30 65 64 34 30 0
5 633 552 22 59 48 27 21 0
6 772 685 25 62 64 37 27 0
7 735 663 23 49 53 33 20 0
8 639 573 22 44 44 24 20 0
9 737 666 22 49 61 36 25 0
10 729 669 22 38 63 34 29 0
11 680 614 25 41 54 32 22 0


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7/3 炎症性ミオパチー 石川県立中央病院 山口 和
















9/25 ミトコンFリア病疑い 石川県立中央病院 松本












































4/17 37 M 多臓器不全を呈した難治性けいれん重積の一例
5/15 17 M 血清PR3-ANCA陽性を認めた脳病変の一例
6/19 17 M 感冒様症状ののちに多彩な神経症状を呈した一例
7/24 35 M Brugada症候群後に若年でParkinsonismを発症した一例
9/11 54 F 多発脳病変の一例























































































l/27 各論 脳血管障害(1) 小松潤史
2/10 〃 脳血管障害(2) 濃口毅








3/10 ﾉノ 末梢神経・自律神経系疾患 岩佐和夫
4/14 〃 神経筋接合部疾患、筋疾患 吉川弘明
4/21 〃 神経感染症、脱髄性疾患 野崎一朗





9/22 特別講義 シナプスの構造、機能と免疫 高守正治
＊＊




















































































































































































































































































第25回 4/25 金沢医科大学 Progressivenon-fluentaphasiaの一例
第26回 5/16 金沢大学 嚥下障害と認知機能障害を認めたl例
第27回 6/20 富山大学 経過中に認知症発症が疑われた双極性感情障害の一例
第28回 7/5 福井大学 歩行障害と認知機能の低下をきたした一例




第31回 10/19 富山大学 短期記憶障害が亜急性に進行し両側海馬病変を認めた1例
第32回 1l/28 福井大学
ドネペジル塩酸塩の中止後にせん妄を認めた高齢者認知
症の一例
第33回 12/12 金沢医科大学
急激に進行した認知機能障害に対し、内科的治療で著効し
た一例
(B)FD講演会
認知症医療等の第一線で活躍する講師を招いて教員やメディカルスタッフの資質向上
と最新の臨床研究に関する情報を得ることを目的とし、テレビ会議システムおよびWeb
会議システムを利用してFD講演会を行っています。
…驍謹爵蕊識
……雛､､星里垂母…』
第14回 12/1 金沢医科大学
京都薬科大学病態生理学
分野
准教授高田和幸先生
脳ミクログリアを標的とした
認知症治療戦略の開発
－42－
第15回 12/14 富山大学
地方独立行政法人東京都健
康長寿医療センター研究所
自立促進と介護予防研究チ
－ム
研究部長粟田主一先生
認知症とともに暮らせる社会
とは何か
(C)認知症チーム医療・ケアセミナー＆認知症地域連携・多職種ワークショップ
認知症チーム医療・ケアセミナーは、認知症医療において欠かせないチーム医療やケ
アについて学ぶことを目的とし、認知症地域連携・多職種ワークショップは、認知症医
療に携わる多職種の方の資質向上を図ることを目的としています。「認知症と自動車運転」
をテーマに、平成29年7月28日､第3回認知症チーム医療・ケアセミナー＆第2回認
知症地域連携・多職種ワークショップを、テレビ会議システムを利用して開催しました。
はじめに、事例検討として福井県立すこやかシルバー病院より「自動車運転に固執し
たアルツハイマー病の一例」のタイトルで症例報告があり、活発な質疑応答、意見交換
が行われました。続いて、八千代病院認知症疾患医療センターセンター長川畑信也先
生より「認知症者の自動車運転：改正道路交通法の概略と認知症診療・介護への影響｣、
国立長寿医療研究センター長寿政策科学研究部部長荒井由美子先生より「認知症高齢
者の自動車運転を考える：ご本人および家族介護者への支援の観点から｣、金沢大学新
学術創成研究機構未来社会創造研究コア自動運転ユニットユニットリーダー准教授
菅沼直樹先生より「自動運転自動車の高齢過疎地域への導入に対する期待と課題」と題
してご講演いただきました。
医師だけでなく、看護師や介護福祉士、ケアマネージャー、リハビリスタッフなど幅
広い職種の方々にご参加いただきました。
(D)キヤリアップ支援セミナー＆認知症地域連携・多職種ワークショップ
キャリアップ支援セミナーは、認知症診療に携わるばかりではなく、様々な立場で認
知症対策に貢献する道があること示すことを目的としたセミナーです。平成29年9月
5日に第3回キヤリアップ支援セミナー＆第3回認知症地域連携・多職種ワークシヨッ
プを、テレビ会議システムを利用して開催しました。小児科医としての臨床経験を積ま
れた後、スウェーデン王立カロリンスカ医学研究所に留学され、帰国後は金沢市保健所、
金沢市福祉保健局こども福祉課課長、金沢市教育プラザ富樫総括施設長を歴任され
－43－
た金沢市保健局局長越田理恵先生をお招きし、「地域の認知症対策～臨床医から行政医
にキャリアチェンジした立場からの視点で～」と題してご講演いただきました。
今回のセミナーは、平成25年度に採択された文部科学省．未来医療研究人材養成拠
点形成事業「第三の道：医療革新を専門とする医師の養成」プロジェクト（金沢大学）
との共催で開催いたしました。
(E)国際シンポジウム
平成29年11月26日に、石川県立音楽堂交流ホールにおいて、TheEducational
ProgramfbrDementiaExpertsinHokuriku(NINPRO)一The36thAnnualMeetingof
theJapanSocietyfbrDementiaResearch(JSDR2017)Jointlnternational
Symposium｢Alzheimer'sDisease:PhenotypicVariabilityanditsMolecular
Backgrounds」を開催しました。
認プロプロジェクトリーダー山田正仁先生による「認プロ」と本シンポジウムの紹
介後、RikOssenkoppele先生(VUUniversity)より「Clinicalandneuroimaging
variabilityinAlzheimer'sdisease」、村山繁雄先生（東京都健康長寿医療センター ）よ
り「NeuropathologicalvariationsinAlzheimer'sdisease」、JiriG.Sabr先生(Case
WesternReserveUniversity)より「Molecularbackgroundsofphenotypicvariabilityin
Alzheimer'sdisease:insightsfrompriondiseases」と題してご講演いただきました。最
新の研究成果を含めた講演を頂戴し、最先端の知見を得ることができました。また、講
演後は、活発な質疑応答や討論が行われました。医師、研究者等含めて計74名の方に
ご参加いただきました。
(F)第4回市民公開講座
平成29年11月26日に、石川県立音楽堂交流ホールにおいて、文部科学省・課題
解決型高度医療人材養成プログラム北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン（認プ
ロ）－第36回日本認知症学会学術集会ジヨイント企画第4回市民公開講座「認知症～
みんなで知ろう・防ごう．支えよう～」を開催しました。
はじめに、認プロプロジェクトリーダー山田正仁先生による「認プロ」の紹介後、
秋山治彦先生（横浜市立脳卒中・神経脊椎センター）より「認知症とは？」、玉岡晃先
－44－
生（筑波大学）より「認知症の症状と診断」、下濱俊先生（札幌医科大学）より「認知
症の治療と介護」、朝田隆先生（メモリークリニックお茶の水/東京医科歯科大学）より
「本気の認知症予防」と題してそれぞれご講演いただきました。質問コーナーでは、事
前に募集した質問に対して、4名の先生方にわかりやすくご回答いただきました。
計350名の市民の方々にご参加いただき、認知症について理解を深めていただく良
い機会となりました。この市民公開講座については、北國新聞および北陸中日新聞に記
事が掲載されました。
その他、「認知症メディカルスタッフe-learning講座」の継続開講、石川県立看護大
学認知症看護認定看護師教育課程へのe-learning講義及び対面講義の提供など、多様な
活動を行いました。
当プロジェクトの活動に当たり、医師・事務職員等、多くの方々にご尽力賜りました
ことを深謝いたします。平成30年度以降もデメンシアカンファレンスや各種講演会．
セミナーをはじめ、様々な活動を行う予定です。
認プロの教育コースは、いずれも認知症の診療の質を大きく向上させるものになって
います。大学院に入学される先生方には「本科コース」の履修をお勧めいたします。「イ
ンテンシブコース」は認知症診療に関わる医師・歯科医師であれば、北陸に限らず、日
本のどこからでも履修が可能です。ご興味のある先生方は是非ご検討ください。また「認
知症メディカルスタッフe-learning講座」の受講も随時募集しています。認知症診療や
対策に関わる全ての職種の方々（看護師、保健師、リハビリ関係者、薬剤師、栄養士、
ソーシャルワーカー、研究者）が受講できます。詳細につきましては、認プロのホーム
ペー ジ(http://ninpro.jp)をご覧いただきますようよろしくお願いいたします。
（中野博人、野崎－朗）
－45－
